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は じ め に 


この だ び は 、 コ ナミ 新 世 SIZER を お 買い あ 
げ く だ さい まし て 、 ま こと に あり が こう ご ざ 
いま す 。 ご の 新 世 SIZER は 、MSX シ ステ ム 
を 本 格 的 な シン セ サ イ ザー に 変身 させ る ソフ 
トワ エア で き 。 


ちく ちよ う 








< 音源 に は 8 ビット D 人 を 採用 し 、 あ ら め る 当 
形 を 作り 出し 、 ハ イ ・ クオ リティ な サウ ン 
ド を 実現 し ます 。 

* 1 種類 の 音色 デー ー タ を 内 蔵 し 、 音色 を 呼 
び 出 し 、 変 更 し て 音 を 作り 変え る こと が で 
きま す 。 二 

e DCO、 DCF、 DCA は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し だ 
エン ベロ ー プ ・ ジ エネ レー タ を 持つ て いま す 。 


*DCO、 LFO に は 、 15 種 類 の 基本 波形 を 持 
つて いる うえ 、 自 分 で 波形 を 作る こと が で 
きま す 。 

@ サン プリ ング ・ デー タ を 使っ て サン プリ ン 
プ ・ キ ー ボ ー ド に な り 、 リ アル な 音 を 実現 
し ます 。 


0 


し 、CASIO PV- フ で は 、 拉 RAM を 萌 い て も 使用 で きま せん 
※ ご この カー トリ ッ ツジ は 、 RC735" コ ナミ の ゲー ム を 10 倍 楽し お 
. 多 9 一 1 ッ ジ 」 に 対応 し ませ ん 。 
当社 の 吉 可 な く 、 ブフ ム 、 鑑 物 な どの 、 全部 六 は 一 - 部 を 複製 する こと を 禁じ ます 。 
落 ] ・ 乱 を 除き 、 こ の 取扱 説明 書 の 再発 行 は いい た し ませ ん 。 














っ mm 








は じ め に 





準備 





き ほん て き 


基本 的 な 動き 





スマート 画面 





モー ド に つい て 








プリ セッ ツ ト 普 を な らし て みよ う 
プリ セッ ト に つい て 





サン プリ ング 音 を な らし て みよ う 
TONE EDIT 


そう き 








操作 の し か だ 
パラ メー タ の 役割 











1DCO 
2DCF 








3)DCA 
4LFO 











5)EG 
WAVE EDIT 








SYNTHESIS 
PLAY 








FILE 
COPY 








LIST 
PRINT 





LAYOUT 





エラ ー メ ツ セ ー ジ 








じゅ ん び 


EEEISS を RNN OO > 0 


32 に バイト 以 上 の メモ リー が つい た MSX パー ソナ ルコ ンピュータ を 
ご 使用 くだ さい 。 


プリ ンタ ー 


デー タレ コー ダ 







フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
ラテ イン ・ 


MSX 
パー ソチ ルコ シ ピ ヨー 。 


e デー マツ レコーダ 六 は ディ ス フ ド ライ ブ で デー タ を 保存 し て お ここ と 
が で きま す 。 
e MSX ド ツ ト プ リン ター が あれ ば 、 画面 の ハー ドコ ピー が で きま す 。 





圧 量 本 的 な 動き 還 較 間 較 間 間 EE 


TONE EDIT、 WAVE EDIT の デー タ を も と に SYNTHESIS 
モー ド で 波形 を 合成 し 、PLAY モ ー ド で 演奏 し ます 。 


この 新 世 S|ZER は 、 ソフ トウ エア に よっ つて 答 を 作 つ て いる だ め 、 台 
成 を 政 要 と し ます 。 





合成 され だ 
デジ タル 波形 


が 





台 成 され な 
デジ タル 波形 





が めん 
呈 ス ター ト 画 面 敵 証 証 衣 証 衣 記 衣 証 証 還 衣 当 
準備 が で きだ ら 周 辺 装置 の 電源 を 入れ て か ら MSX の 電源 を 入れ て こ 


だ さい 。 


MS X 肉 需 ソ フト ガ が 起動 し 、 メ ニコ ー 画 軍 が 損 わ れ だ 場合 は BASIO 
を 選択 し て くだ さい 。 


る 中 は SYNTHESIEZEF 


つい て ョ ]、「<」 | 旨 了 に 上 1 


PALISH PCE IKEY 





スペ ー ス キー を 押す と 、 タ イト ル 画 生 ( 上 田 ) に な り 、 も う 一 度 スペ ー 
スキ ー を 押す と スマート し ます 。 
スタ ー ト する と 、TONE EDIT 画 庫 に な り ます 。 


N E D 
O1_EBASS1 











| 田 モ ー ド に つい て 回 還 還 還 還 還 還 還 衣 還 較 


スタ ー ト し た と き に 、 
ON 性 還 


画 厨 の 下 に あら われ る の が 各 モ ー ド で す 。 
WAVEE| | SYN 」 | PLAY FILE 














| 有 上 孤 | キー を 押す と 残り の モー ドガ あら われ ます 。 
0Y | 開 開 邊 | 四 0 




















モー ド は 全部 で 9 つ あ り 、 フ ァ ン クシ ョ キー に 対 席 し て いま す 。 


e 各 モ ー ド の 意味 











bi 








内 (な い ょ う ) 容 


















ショ ン キ ー 
下 用 | 「ONE-E パラ メー タ の 設定 で 音色 
(TONE EDIT) 古 
F (WE 上 jp 基本 と な る 波形 を 作る 。 















SYN 
(SYNTHESIS) 














PLAY 


























LAYOUT 


「 NINFIE デー タ を セー プ ・ ロ ー ド する 。 

玉 @ |COPY 音色 デー ツタ を コピ ー す る 。 

[ | 

人 引 旧 Eil 音色 デー タタ イト ル 覧 守 を 表示 みる 。 
F 8 PRINT 陸生 し ド コ ピー する 。( プ リン ター 
F 9 演奏 する 時 の キー 配列 を 変え る 。 








庫 プ リセ ッ ト 音 を な らし て みよ うっ 甘 証 語 還 


1) まず 還 講 を 折 し て TONE EDIT モ ー ド に し て ぐだ さい 。 
画 厨 の 上 に 表示 し て いる 数 字 と 文字 は 、 ブ プリ セッ ト 番 号 と ツイ ト 
ル 名 で す 。 


N E ED 
Q1 EBASS1 


タイ トル 名 






01 EBASS1 


プリ セッ ト 基 号 





ep 
田 プ リセ ッ ント に つい て 還 証 還 還 還 還 還 庫 軸 


16 音色 の プリ セッ ト ガ 可能 と な つて いま す 。 

で ん げん と うに ゅ ) じ き お ん し ょ く 

電源 投入 時 は 、 あ ら か じ め 決 め ら れ だ 音色 ガセ ツ ト さ れ て いま る す 。 
01 EBASS1 _ エ レク フ トリック: ベー ス 1 09 GLOCKEN グロ ッ ケ ン 

02 EBASS2 エレ フト リッ ク . ベ ー ス 2 10KOTO 王 


03 BRASS ブラス 11 CONGA コンガ 

04 TRUMPET トラ ン ベ ッ ト 12 SYNDRUM シン セ ・ ド ラム 

05 STRINGS スト リン グ ス 13 IMAGE イメ ー ジ 状 

06 EORGAN エレ フト リッ クオ ル ガ ン 14 PARC1 パー カッ ショ ン 1 

07 PORGAN パイ プ : オ ル ガ ン 15 PARC2 パー カッ ショ ン 2 

08 EPIANO エレ フト リッ クビ ピア ノ 16 ー 番 蘭 単音 が 入 つて 
いま す 。 








ー ソ ル を も つて いき 、 隊 還 薄 周 キー で セレ フト し ます 。 


3) 時 を 押す と SYNTHESIS モ ー ド に な り 、TONE EDIT、 
WAVE EDIT の デー タ を も と に 音 を 合成 し て 、 メモ リー に 書き 


2 の ) プリ セッ ト 餅 色 を 選択 する に は 、 画面 上 の 「 プ リセ ッ ト 番 号 」 に カ 
込み ます 。 








は じ 


4) 台 成 が 終わ る と 自動 的 に PLAY モ ー ド に 移り ます 。 こ こ で 、 初 
め て 音 を 出す こと が で きま す 。 











お ん 
軸 サ ンプ リン グ 音 を な らし て みよ う 軸 還 II 
付属 の テー プ に は 、 サン プリ ング ・ デ ー タ ガ 入 っ て いま す 。 
サン プリ ング と は 、 生 の 音 を デジ タル デー タ に お と し た も の で す 。 


ろく お ん 


録 


トコ 








 『 





注 ) この ソフ ト で は 録音 する こと が で きま せん 。 


※A/D 変 換 と は 、 ア ナ ロ グ 信号 を デジ マル 借 過 に 変換 する 装置 
で す 。 


※ メ モリ ー と は 、 記 憎 装 置 で す 。 本 
※D/ ム 変換 器 と は 、 デジ タル 信号 を 7 アナ ログ 信号 に 変換 する 
置 で す 。 


1 ) テー プ の A 面 を デー タレ コー ダ に セツ に ト し て ご だ さい 。 


デー タレ コー ダ 人 






MSX パ ー ソ ナル コン ピ ユ ーママ 








2) まず 還 調 を 押し て 、FILE モ ー ド に し て こく ださい 。 
カー ソル キー で カー ソル の 移動 を し 、 リ マー ン キ ー で セッ ト し て 
下図 の よう に し て ご ださい 。 





3) TAPE、LOAD、SAMP の セッ ト が で きだ ら カ ー ソ ル を 
| 〇 IOK| の と ころ に も っ て いき 、 これ も セッ ト し て ぐだ さい 。 


4) そこ で 、 フ ァイル 名 を 聞い て きま す の で 、 PIANO と 打ち 込ん で 
ぐだ さい 。 


ーーSAMPLING DATAー 
TEPE LOAD 


FILE NAME 


[PIANO ] 


START---PUSH RETURN 








5 ら ) カセ ツ ト レ コー ダ の PLAY を 押し 、 MSX の リタ ー ン キー を 押し 
て ご だ さい 。 ロ ー ド に は 、 約 3 分 みか り ま す 。 


注 ) ロー ドス ター トレ て 、 し ば ら ぐ し て も FOUND 随 語 『 
と 表示 され な い 場 合 は 、 デー タレ コー ダ の 普 量 を 調整 し て も 
う 一 度 初め か ら ロ ー ド し て こ だ さ い 。 
6) ロー ド が 終わ る と 一 OK 一 と 表示 され ます 。 一 OK 一 
れ だ ら 請 繝 を 押し て 、PLAY モ ー ド に し て こく ださい 。 
ここ で 、 初 め て サン プリ ング 普 を 出す こと が で きま す 。 

















が 表示 さ 


お ん 


注 ) サン プリ ング 音 は 、TONE EDIT 等 で 普 色 を 変え る こと は 
で きま せん 。 

注 ) サン プリ ング 音 を ロー ドレ し た の ち 賠 SYNTHESIS モー 
ド に する と サン プリ ング 普 は 消 夫 され プリ セツ ト 普 に 変わ り 





























ます 。 
es テープ に ファ イル され て いる 意 
IN ファ イル 名 内 寺 
職 1 PIANO ピア ノ 
A 面 | 2 | BRASS 3 
3 | ORoHE オー ケス トラ 
1 TRUMPET | トラ ン ベ ッ ト 
っ SAMISEN 三味 線 
思 和 面 
[ 3 | poo 
4 CRASH ガラ ス の 割れ る 音 


























画 「ONE ED| 「 男 還 間 間 間 間 間 間 間 間 当 


TONE 選 IT げ モモ 王 ド は 音色 を 作る モー ド で す 。 
音色 を 決め る パラ メー タ は 28 個 あり 、 そ の 1 つ 1 つ を 操作 する こと が 
で きま す 。 








DCO( 競 振 路 ) か ら 基 本 と な る 波形 を 出し 、 DCIF( フ ィ ル ツー う で 、 箇 


立 成 分 の 含ま れる 割合 (音色 ) を 決め 、 DCA( ア ンプ ) で 時 間 的 な 普 量 
変化 を 加え て 1 つの 音色 と な り ま す 。 
EG( エ ン ベ ロ ー プ ジ エ ネ レー タ ) は 、 DCO、 DOF、 DCA に 時 間 的 
変化 を ラ ラ えま す 。 


し FO( 低 周波 発振 器 ) は 、 ビ ブラ ー ト や トレ モロ を 加え ます 。 





























e 操作 の し か た だ 

カー ソル キー で 、 カ ー ソ ル の 移動 を し ます 。 _ 

パラ メー タ の 値 を 変え る 時 は 、 記 還 引 キー で 慎 を 変更 し ます 。 

WAVE の 波形 や スイ ツチ も 同じ よう に 9 記 キー で 変更 し ます 。 
1 の カー ソル が 志す 数 値 パラ メー タ に 関し て は 、MSX キ ー ポ ボー 
ド の 0-9 の キー で 数 字 入力 も で きま す 。 

プリ セッ ト 状 色 を 選択 する に は 、 画 庫 上 の 数 字 こ カー ソル を も つて 
いき 、 陳 國 三 出 キ ー で セレ フト し ます 。 








カー ソル 
'T O NE E ーー 
01<EBASS1 9 Ei 











マイ トル 名 を 変更 する に は 、 カ ー ソ ル を タイ トル の 位置 に も っ て いき 、 衣 8 
AZ、 0 ご 9 の キー を 近 す と * 品 "の カー ソル に 表示 され ます 。 放っ て 入 し 
合 は 、 居 廊 キ ー を 押す と "]" の カー ソル は 左 人 移動 し ます 。 


























呼び 出し た 音色 は 、SYNTHESIS コ マン ド を 実行 する 和 事 に より 、 
PLAY で きま す 。 


SYNTHESIS コ マン ド に つい て は 、32 ペ ー ジ を ご 覧 だ さい 。 
































ぞう ょ 


1 に は 、 コ ント ロー ー ル 信号 、 哨 に は 普 が 流れ て いま す 。 へ は 、 増 内 1 


き 


を 
占 
中 器 








で す 。 加 は 、 各 機 能 プ ロッ フ で す 。 








例え ば 、DCO プ ロッ フ の ENV が ゼロ に 設定 され て いる と DCO EG 
を いこ ら 変 化 さ せ て や 無 意 味 と いう こと に な り ま す 。 DOO プ ロッ フク 
の LFO も 同じ よう に 、LFO プ ロッ ク の 内 容 を いこ ら 変 化 き せ て も D 
CO プロ ッ フ の LFO が ゼロ に 設定 され て いる と 無 意 味 と な り ま す 。 





DCA プ ロッ フ に は 、ENV が あり ませ ん が 、 図 を 見 て わか る よう に D 
CA EG の 出力 は 、 DOA プ ロッ フ に 直結 され て いま す 。 つま り 、 D 
CA プロ ッ ク の ENV は 常に 最大 に な つて いる と いう こと で す 。 


















































1) DCOCDigital Controlled Osclllator) 
シン セ サ イ ザー の 羽 臓 部 とい うべ きも の で 、 音源 こと な る と ころ で 
す 。 





saUUUUUUMUUUUUUUMUUUUUUUUUUUUUUUU 
^VUVVUUVVUVVVVWUVVVUVVWVVVVWVVVVWVUWU 


草木 波形 の WAVE が 、NOISE の 時 、 こ の / パ ラメ ー タ は 無 意 味 と な り ま す 。 


R 


注 ) 








* WAVE . 
基本 と な る 波形 を 設定 し ます 。 波形 は 、16 個 用 意 さ れ て いま す 。 











介し 、 EG の TYP が DUR に な つて いる 時 、NOISE は 使用 で き 
ませ ん 。 

1. ハ / 9 

2 “ 10. 

3. 4. MM 

4. mM^ 

5. 3. Ma 

6. 4. 

7 MM 15. OPTION 

8. 川 16. NOISE 


※15 番 自 の OPTION に つい て は 、 30 ペ ー ジ を 御 工 < だ さい 。 
ば ん め お ん げん 
※16 番 自 の NOISE に する と 、 ホ ワイ トノ イズ が ガ 普 狼 に な り ま す 。 


























eLFO 

FM 変調 の 深 さ を 設定 し ます 。 

設定 範囲 は 、0-255 で 、 数 値 び 大 きい ほど 深 こ かかり ます 。 
信 し 、 EG の TYP が DUR に な っ つて いる 上 財 は OFF と な り 、 使用 で 


きま せん 。 
EG 








YWP 


@ENV 
DOO EG に よる ビッ チ 変 調 の 水 深 さ を 設定 し ます 。 


設 軍 肝 は 、0-255 で 、 数 価 が 大 きい ほど 深 こ か か り ま す 。 
スイ ツチ は 、DCO EG に よる ピッ チ 変 調 の 向き を 設定 し ます 。 


ハ -、 の 時 


ENV 





量 森 ピ ツ チ | 


ツー の 時 
量 森 ピッチ 




















ググ) DCFCDigltal Controlled FIter) 
倍音 を 含ん だ 信号 か ら 不 要 ね 音 き を 取り 除い て 秘 投 な デー タ 普 だ け 
を 取り 出し ます 。 
大 別して 、HPF、 BPF、 LPF が あり 、 
それ ぞ れ CUT と RES の 設定 に よっ て 、 


倍音 構成 に 変化 を 号 え ます 。 





@ HPFCHigh-PaSS FIter) 
ハイ パス ・ フ ィ ル ター は 、 計 な 通過 させ 代 和 を カッ ト す る フィ ル 
ター で す 。 





@BPF(Band-Pass Filter) 
バン ド パ ス ・ フ ィ ル マー は 、 中 簡 倍 音 の み 通 過 さ せ 低 





ツ ト す る フィ ルター で す 。 高 
レベ ル 
低 い おん いき 
低音 域 





sLPF(Low-PasS FIteD 
ロー パス ・ フ ィ ル ター は 、 低 域 を 通過 させ 
高城 を カッ ント する フィ ルター で す 。 














































































































*CUTCCutoff Frqueoy) 


切り 捨て る 周波 数 の 位置 を 設定 し ます 。 
抽 定 範 肢 は 、0-255 で 、 数値 が 大 きい ほど ポイ ント は 高城 に な り ま 
意 。 
カツ ト オ フ カッ ツ ト オ フ カッ ト オ フ 
HPF ポイ ント BPF 。 ポイ ント LPF ポイ ント 








ー テ 


@ RES(RGSOTaTC6) 
カツ ト オ フ ポイ ント あたり の 倍 普 が 強調 され ます 。 


せっ て い は ん 


設定 範囲 は 、0-8 で 、 数 値 が び 大 きい ほど 強調 され ます 。 


HPF BPF LPF 








を 


eLFO 
ワウ 乏 果 の 深 さ を 設定 し ます 。 
設定 範囲 は 、0-128 で 、 数 値 び 大 きい ほど 深く かかり ます 。 








eENV ーー 
DCF EG に よる 音色 変化 の 深 さ を 設定 し ます 。 
設定 範囲 は 、0-128 で 、 数 字 が 大 きこ な る ほど 深 こ か か り ま す 。 


BPF 
BPF で は 、 図 の よう な 変化 を し ます 。 


ノ ノ 


スイ ッ チ は 、DOF EG に よる 変化 の 向き を 設定 し ます 。 


こう いき 


次 ー+ の 時 高城 


カッ ト オ フ ポイ ント 


\ ン の 侍 
カツ ト オ フ ポイ ント 


































































































e DCF 使 用 上 の 注意 
HPF の 時 カツ ト オ フ ポイ ント を あま り 高 ご 設定 する と 聞こ えな ご 
な り ま す 。 OO 
HPF ポイ ント 





さ 


BPF の 時 カッ ト オ フ ポイ ント を あま り 高 ご 設定 し て も 低 < 
て も 聞こ えな こく な り ま す 。 


カッ ツ ト オ フ カッ ト オ フ 
巨 選 戸 ポイ ント ポイ ント  BPF 


LPF の 時 カツ ト オ フ ポイ ント を あま り 低 ご 設定 する と 聞こ えな ご な 
り ま す 。 

カッツ ト オフ 

ポイ ント LPF 





は すう と くせ 


これ ら の 現 齋 は アン プ の 千波 数 特性 高い 韻 と 低音 が カッ ト さ 
れる 為 と 人 間 の 聴 濃 上 、 聞 こえ に ご い 芳 囲 じ あ る 鵜 で す 。 








(る 9 DCACDioital Controlled Armplffier) 


きょう じゃ く 


音 の 強 簡 や 場合 に よっ て は 、 長短 の 変化 を 号 え ます 。 
DCA EG の 深 さ は 最大 に 設定 され て いま す 。 





9 

AM 変調 の 深 さ を 設定 し ます 。 

設定 範囲 は 0~ こ 64 で 、 数 値 が 大 きい ほど 深 こ か か り ま す 。 
4) LFO(Low FTeQuency OSClllator う 


DCO、 DCF、 DOA に 変調 を か ける 発振 峰 で ビ プラ ー ト 、 ワ ウ 
効果 、 トレ モロ ね ど な 作 る こと が で きま す 。 





eFEET 
変調 を か ける 波形 の 音域 を 設定 し ます 。 


1024' (024 フ ィ ー ト ) に 対し て 512 は 2 倍 の 周波 数 、 341 .33' は 3 人 
256' は 4 倍 と いう よう に な っ て いま す 。 


1024.007 ーーーーーーー ーー 














EG の TYP が DUR に な つて いる 時 は 、 64' を 基準 に 3 は 2 倍 の 周 
波数 、21 .33 は 3 倍 、 16' は 4 倍 と いう よう に に な つて いま す 。 因 





|  *WAVE 
| 変調 を か ける 流 形 の 形 を 設 設定 し ます 。 
| 波形 は 、DCO の WAVE と 共通 で す 。 














*5/H (Sample& HoIQd) 
波形 を 一 一 定 の トリ ガー パルス で 区 切っ て 、 その 陣 間 の 値 き を ホー ルド 
し ます 。 但し 、 イヤ P が DUR に な つて いる 時 は 、 〇 OFF と な どり 使 


| 用 で きま せん 。 





ら /H 





lp 


ノコ ギリ 波 を S/H す る 。 


トリ ガー パル ス 


日 































































































思 











li 記 記 記 記 記 亡 記 記 


5) EG (Envelope Generator) 
ADSR を 発生 させ る ジ エ ネ レー ター で 、 普 の 立ち あがり か ら 泊 
失 す る まで の 時 間 内 に お こる 周波 数 、 音 色 、 増 幅 の 変化 を 作り ま 
す 。 
EG は 、DCO _EG、DCF EG、DOA G が あり まみ 。 








A (AttacK Time) 

音 が 中 は じ め て か ら ピ ー ー ク に 達する まで の 時 間 を 設定 し ます 。 
設定 範囲 は 0-128 で 、 数 値 が 大 きい ほど 時 間 は 長 こ な り ま す 。 
D (Decay TIm@) 

ピー ク カ ら 保持 レベ ル に 滅 伝 する まで の 時 間 を 設定 し ます 。 
設定 範囲 は 0255 で 、 数 値 が び 大 きい ほど 時 間 は 長 こ な り ま す 。 
ら 3 LeV@D 
保持 レベ ル 量 を 融 定 し ます 。 

較 に HEEiev 数 値 び 大 きい ほど 音 き 量 は 大 きぐ な り ま す 。 
@ R (Releas@ TIm@) 

保持 レベ ル か ら 音 が 消え る まで の 時 間 を 設定 し ます 。 
| 設定 範囲 は 0 ご 128 で 、 数 値 が 大 きい ほど 時 間 は 長 こ な り ま す 。 











KEY ON KEY OF 








| @ | Y ピ 凍 
EG の タイ ブ を 設定 する スイ ッ ツチ で 、 持 続 音 (DUR)、 減衰 音 
(DEO) の 切り 替え を 設定 し ます 。 








DUR の 時 は キー ー を 押し て いる 間 Sustain Level を 保持 し て 
いま す が 、DEC で は キー を 押し て いて も 、 SusStain まで いく 
と 、 9 すぐ Release に うつ り ま す 。 





| DUR Duration〉 








Key ON | Key OFF 


DEC (Decrese) 























































































































よう じょう 


* EEG の 使用 上 の 注意 由 
音 の 最大 の 最 さ は 、 メモ リー 谷 時 の 関係 で 所 られ て いま す 。 
あま の 長い 音 に する こと 、 普 が 途中 で 切れ る こと が あり ます 。 





よう りょう 
メモ リー 容量 





最後 まで 台 成 され て いる 。 
EG 











EG 




























































































































































































キー ー の ONZOFF に よる エン ベロ ー ー プ の 動き は 、 通 常 の シン セ サ イ 
ザー の 動き と は 異な り ま す 。 


例 1. 





KEY OFF ON OFF ON O 














AN 2 


通常 の 
シン セ サ イ ザー 


コナ ミ の 
新 革 SIZER 





ag 点 の よう に KEYー OFF し て 章 音 が 消失 する 前 に に K ヒ ヤー ON する 
と 、 過 常 の シン セ サ イザ ー で は 塊 汰 の レベ ル か ら Attaok に 移り ます 
が 、 コ ナミ 新 世 SIZER で は 、 初 め の 状態 か ら 始ま り ます 。 





サイ ザ 


新 WoZER 





K EYー ON し て ら Sustain leve に 達する まで に に EYーOF F す 
と es 通 沿 の シン セ サ イザ ー で は 、 現状 の レベ ル ガ ら RelGgS@ に 物 


り ま す が 、 コナ ミ 新 世 SIZER で は 、 Sustain Leve| に 達し て か ら 
Releas@ に 物 り ます 。 

































































































































































較 WAVE EDI | 画 還 還 間 間 間 昌 間 間 昌 還 較 


は けい 


WAVE ED 1 1 モー ド で は 、 DOO 六 は LFO の 昌和 波 形 を 作る 
モー ド で す 9。 電源 投入 陸 に は 、 正 蓄 流 が セッ ト さ れ て いま す 。 ご こ で 、 
作成 し な 波形 を D 〇 O は し 上 〇 の 草本 波形 こす る に は WAVE を 
OPT 1ON に し ます 。 





ke TI | an 
時 彰 表 示 an ビ 半 示 


振幅 仁 表 示 


カー ソル 





e 採 作 と 後 能 ーー 

回 回 の カー ソル キー ー で 時 間 電 の 移動 を し ます 。 

0 
ー ソ ル 〈+) は 、 時 科 還 に 対す る 振幅 値 に 移 動 し ます 。 

の カー ン ル キー で 拓 自 箇 を 変更 し ます 。 

押 の 正 委 な 値 は 、RANGE に 表示 され ます 。 

MODE は 、 時 間 男 の ポジ ショ ン 数 を 融 定 しま す 。 

MODE の 設定 は 、 誠 計 還 人 玉 キ ー で 設定 し 、 16、 32、 64 の 3 つの 

MODE が あり ます 。 例え ば 、16 モ ー ド の 時 は 波形 の 一 周期 に 対し て 、 

16 の ポジ ショ ン を 設定 する こと が で き 、 組 < 書 < 時 は 16 モ ー ド で 作成 

し 、 細 か ご 書く 時 は 64 モ ー ド で 作成 し ます 。 

PLAY モ ー ド で 半 北 に 相当 する MSX の キー ボー ド を 近 す と 、 こ の 

WAVE ED | T モー ド で は 表示 され て いる 波形 の 音 を 韻 く こと が 

で きま す 。 音 二 は 、TONE ED | T の DCO ブ ロッ ク の FEET 

で 設定 する こと が で きま す 。 

| で 二 由 | + 目 GM 下 で 波形 を フリ ア す る こと が で きま す 。 


























es 波形 を つこ る だ め の 知識 。 
音 は 気 の 扱 動 で す 。 波 形 の 振 帆 が その まま スピ ー カ ー に 伝わり 空気 
を 振動 させ 、 音 と し て 感知 し ます 。 例え ば 、 知 形 波 を 出力 する と スピ 
ー カ ー の コー ン は 下図 の よう に な り ま す 。 

1 


な て 
c 


は 





太 必 


し か し 、 下 図 の よう に 拓 幅 の な い 波形 に する と 、 距 気 の 振動 も な ご 秋 
と は な り ま せん 。 








! 作 スピ ー カ ー の コー ン は 拓 勤 せ ず 、 音 と は な り ま せん 。 


音色 は 波形 の 形 、 つ まり 振動 の 仕方 に よっ て 異な り ます 。 波形 は 所 み 
が ある 程 、 こ も つ だ 音 に な り 、 角 が ある 程 、 明 る い 音 と な り ます 。 


こも っ つ だ 菩 上 る い 音 


































































































































































































田 SYNTHESIS 加計 間 間 間 間 間 証 本 是 


TONE ED1T の パラ メー ー ツ と WAVE ED | T の 波形 (DO 
O 双 は LFO の WAVE が OPT 1 ON の 時 ) を も と に 台 3 成 し ます 。 
合成 が 終わ る と 、 自 動 的 に PLAY モ ー ド に 移り ます 。 
PLAY モ ー ド に つい て は 、33 ペ ー ジ を ご 覧 だ さい 。 


ご う せ いち ゅ う 


合成 中 は 、 画 軍 下 に コナ ゴン の デモ が 表示 され ます 。 
































ん 


成 時 間 は 、/ パ フ メ ー タ の 疫 定 に よっ て 変化 し 、 各 後 能 を 多く 使い 複 


ね 音 、 叉 は 長い 普 に 設定 する と 合 3 成 に 、 時 間 が みか り ま す 。 





合成 中 ファ ン フ ショ ン で 他 の モー ド に 移 れ ます が 、 そ こ カ ら PLAY 
モー ド に 秘 つ て も 合成 途中 まで の 音 し か 出力 され ませ ん 。 














合成 又は 、 サン プリ ング ・ デ ー タ の ロー ド で メモ リー に 書き 込ま れ て 
いる 音 を 使 つて 、 演 美 する モー ド で す 。 ー 

画面 に 表示 され て いる MSX キ ー ポ ボー ド に は 普 鏡 が 表示 され て いま る 。 
普 剛 に 相当 する キー を 押す と 音 が 出力 され ます 。 





MSX キ ー ボ ー ド に 対す る 普 隊 の 配 別 は 電 渡 投入 時 、 上 上 田 の よう に 設 
定 さ れ て いま す が 、 し AY 〇 り T モ ー ド に よっ つて 自由 に 変え る こと が 
で きま すず 。 ' 

LAYOUT モ ー ド に つい て は 、 37 ペ ー ジ を ご 覧 ださい 。 





DCO の FEET が 8' の 時 、 この キー は 440CHz) と な り ま す 。 


と くし ゅ き の う 


これ は 、 長 い 音 で も | 王 計 還 キ ー を 押し な が ら 演 奏する と 、 キ ー を 離 
し た と だ ん 音 を 切る こと が で きま す 。 














- 蘭 FILE EE 


作 つ だ 音色 や キー 配列 な どの デー タ を 、 テ ー ブ 又 は ディ スク に セー プ ・ 
ロー ド に する モー ド で す 。 





e 採 作 

カー ソル の 移動 は 、 回 回 の カー ソル キー で 移動 し ます 。 リタ ー ン キー 
を 折 す と セッ ト さ れ 、 旅 い 点 び つき ます 。O 〇 K を セッ ト す る と 、 フ ァ 
| イル 名 を 聞い て きま す 。 





| |OITAPEE | テープ ・ フ ロッ ピー ディ ス フ の どちら を 使用 する 
| IOIDISK | か ヵ を 選択 し ます 。 








| IOISAVE | 一 - デー タ を 保存 し ます 。 

| IOILOAD | 保存 され た デー タ を 読み 込み ます 。 

|| IOIKILL | 一 - フロ ツ ビ ピー ディ ス フ の ファ イル を 消 寺 し ます 。 
| |IOIFILES| 一 - フロ ッ ビ ピー ディ スク に 保存 され て いる ファ イル 


を 表示 し ます 。 








| ToNE | 一 研 し ょ 音 品 =OPT ION 北 疹 。 
| IOILAYOUT| 一 - LAYOUT モ ー ド で セッ ト し だ キー 配 別 デー タ 。 
| IOISAMP | サン プリ ング ・ テ データ 。 











上 の 各 項 目 が セッ に ト で きだ ら 、 ご の OK を セッ ツ 


川 5 
| lp 1 ト し て くだ さい 。 

























































































































































































ブフ ョ イル 名 は 。 入 ー デ 、 - ox を を し 、 7 で 
で きま す 。 訓 つ て 入力 し だ 場合 
La、 科 し ま g。 ファ イル の 才 Op、 とり 月 


くう は く 


に 空白 が 入 つ て いる と 、 エ ラー が 発生 し ます 。 

















ファ イル 名 を 入力 し て 、 リタ ー ン キ ー を 折 す と スタ ー ト し ます 。 
TAPE LOAD の 時 、 フ ァイル 名 を 入力 は ず に し OAD する こと 
も で きま す 。 し OAD スマート し て し ば ぱら ぐし て も “FOUND 
5 才 " と 表示 され な い 場 合 は 、 デ ー タ レコ ー ダ の 普 旦 を 調整 し て も 
う 一 度 初め か ら LOAD し て ご ださい 。 

















TAPE SAVE 双 は LOAD 中 に 上 四 +[ 電 TOE] を 押す と 
STOP す る こと が で きま す 。 SAVE 中 は 、 し ば ら ぐ 控 し 続け な い 
と STOP し ませ ん 。 








ディ スク フ ・ ドラ イブ が 接続 され て いな いと 、 DISK、 KILL、F 
| LES は 表示 され ませ ん 。 又 、T APE を 選択 し た 場合 $ は 、KILL、 
F 1LES は 表示 され ませ ん 。 


の F 1 LES の 時 ファ イル 数 が 10 個 を 超え だ 場合 は 、 阿 較 の 
ー ソ ルキ ー を 操作 する と 残り の ファ イル を 見 る こと が で きま す 。 








COPY 


音色 に OPT 1 ON 波形 を コピ ー し ます 。 

まず 、 コ ビー し だ い プ リセ ッ ト 番号 を 回 四 の カー ソル キー で 半 択 し 、 
リタ ー ン キー で セツ ト し ます 。 セ ッ ツ ト す る と 、 画面 右 に セッ ト し た プ 
リセ ッ ト 番 号 が 表示 され ます 。 ' 
| "つぎ に 、 ど の プリ セッ ト へ コピ ビー する か を 選択 し 、 リ ター ン キ ー を 提 
川 す と コピ ー さ れ ま す 。 
































か に に | CEee 4 コ 、| COPY 

・ EBASS2 ・ KOTO NUMBER 
に に 】 ・ CONGA 
・TRUMPET ・ SYNDRUM 
・ STRINGS ・ IMAGE 

・ EORGAN いい の | 
・PORGAN ・ PARC2 
コリ いい e/ 


_-TO_ 


の O さい の の お の O DD 一 


















































LIST 


| 音 テ デー タ の タイ トル 一 覧 表 を 表示 し ます 。 


ヨド に )| C1Ee: の コ 、| 
か に に ア 4 Go) 

・ BRASS ・ CONGA 
1 ココ 隊 )4、| り 1 | 
・ STRINGS リバ c] コ 
・EORGAN つい の | 

・ PORGAN ・ PARC2 
コー リバ 、 (6) 











1 
2 
は 
4 
に 】 
に 
7 
8 












































画 PRIN 1 


ん ざい ひ r) じ 


現在 表示 中 の 画 画 仙 を プリ ンタ ー に プリ ント ・ アウ トレ ます 。 

人 し 、SYNTHES | S 中 は 、 プリ ント アウ ト で きま せん 。 

プリ ンタ ー は MSX 対 和 で 60 桁 以 上 上 の も の を ご 使用 < だ さい 。 
WAVE ED | T 画 筒 を プリ ント ・ ア ウト する と 、 波 形 の 数 値 デー 
も 印字 され ます 。 

MARVE 5 喝 民 


か > 21 間 じゅ ん 
127 。 126 125 。 122 117 112 1ge gg 11IME 0 一 63 の 順 で 
の 9 多 の の る っ いん じ 
999  -@12 -@25 -@<7 -@49 -ge@ -@71 -@g1 ブー ツタ ガ が 印字 され ます 。 
り の の ら 


ー 多 9 編 一 廊 日 1 一 廊 71 一 幼 6g 一 49 一 訪 7 ーー の 25 13 


[古庄 是 + 答 還 9 回 | を 押し 続け る こと に より 、 プリ ント ・ ア ウト を ス 
トッ プ で きま す 。 


田 | べ YOUT 還 還 還 還 間 間 間 間 昌明 


PLAY モ ー ド で 演 凌 する 時 の キー の 配列 を 設定 する モー ド で す 。 

e 採 作 ' - 

回 較 の カー ー ソ ル で 善 程 の 択 を し 、 そ の 音程 に し た い キー を 押す と セ 
ツ ト さ れ ま す 。 ミ #、 シ な ど 音程 の な いと ころ に カー ー ソ ル を 物 動 さ 
せ キ ー を 押す と 、 音 の な い キー に セッ ト さ れ ます 。 

還 + 本 を すい RO キ ー 配列 に 戻す こと が で き 
ます 。 











































































































































































































弄 エ ラー メッ セー ジ 回 還 還 間 間 間 間 間 間 凌 


eF | し E モ ー ド の エラ ー メ ッ セ ー ジ 

・DISK NOT READY 

フロ ッ ピ ビー ディス フ が ディ ス フ ド ライ ブ に セット され て いな い 。 
・WRITE PROTEOTED 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス フ が ガラ イト プロ テク ト さ れ て いる 。 

(書き 込み 禁止) 
・BAD FILE NAME 

ファ イル ネー ム が 正 し こ な い 。 
・FILE NOT FOUND 

指定 し だ ファ イル が 見 つか ら な い 。 
・DISK FULL 

空き エリ アガ な い フ ロッ ピー ディ スク フ に セー ブ し よう と し た 。 
・TOO MANY FILES 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 肉 の ファ イル 数 が オー バー し だ た 。 
・DEVIOCE 1O ERROR 

セー プ ・ ロ ー ド 中 に エラ ー が 生じ た 。 





ePR 1 NT モード の エラ ー メ ッ セ ー ジ 
・PRINTER NOT READY 
プリ ンマ ター が 接続 され て いな い 。 受 は 、ON し 1NE に な っ 
て いな い 。 
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Thank you for purchasing Konami's Synthesizer. This User's Guide 
Shows you how to operate your Konami Synthesizer. 

All rights reserved. No part of the programs and prints presented 
here may be reproduced or distributed in any form or by any means 
without our prior written permission. 

Additional copies of this instruction manual will be dispensed only if 
pageS are missing or out of order in the original copy you received. 


INTRODUCTION 


Konami's Synthesizer is a software cartridge that transforms your 
MSX computer into a full-fledged music synthesizer. The synthesiz- 
er software thus allows you to enter the exciting world of computer 
Sound synthesis. You will find that the following features greatly 
Simplify sound creation, making it much easier than you may have 
imagined. 


* A unique 8-bit digitalto-analog conversion technique makes 
possible to create high-quality sounds with a wide variety of 
waveformSs. 


e Sixteen basic tones are stored and easily accessed for modifica- 
tlon. 


e The digitally controlled oscillator (DCO), digitally controlled filter 
(DCF), and digitally controlled amplifier (DCA) have their own 
envelope generators. 


e The DCO and low frequency oscillator (LFO) have 15 basic 
waveforms and allow you to create your own waveforms. 


@ Various Sounds can be stored and reproduced through keyboard 
operation. 
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CONNECTING YOUR KONAMI SYNTHESIZER 


Use an MSX personal computer equipped with a 32K-byte or larger 
RAM. (NOTE: The CASIO PV-7 personal computer cannot be used 
even if it isS furnished with an additional RAM.) 


Printer 





Data recorder 


ど 


Standard color or 
black-and-white TV 








Konami's Synthesizer 


MSX 
personal Computer 


Here are the components you need to set up your Konami 
Synthesizer. 


e The data can be saved on the data recorder or disk drive. 


e The MSX dot printer makes it possible to make a hard copy of the 
TV screen image. 


胃 000 へ へ へ 





BASIC OPERATION 


Konami's Synthesizer creates sound with the aid of software. 


Set the SYNTHESIS MODE, synthesize the intended sound in 
accordance with TONE EDIT and WAVE EDIT data and then play 
the music in the PLAY mode. 







ーー | Synthesized digital waveforms 
eg に hich are to be 

Tone preparation WANG 

synthesis stored in the memory 





Synthesized digital waveforms 
read out from the 
memory in the PLAY mode 







Synthesized 
analog 
waveforms 










































































































































































































































































GETTING STARTED 


Step 1: Turn on the peripheral devices. Then turn on the computer. 


導 つ らら < 


SYNTHES1IgzEFE 
GOKONPRMII 1 コ 9 お 8 


PLUSH ちな PCE KEY 





Step 2: Press the space key. The following display will appear on 


the TV screen. lf a menu display appears after the start of 
MSX software, specify BASIC. 


Step 3: Press the space key again. Now it's time to start the 
program. The screen display will change to the TONE 
EDIT display as shown below. 


N E E 
ョ m 01 EBASS1 

















DESCRIPTION OF THE OPERATION MODES 


Nine operation modes are provided and can be selected by 
pressing the corresponding keys on the computer keyboard. 
When the system starts, the first five modes IiSted below are 
displayed at the bottom of the TV screen. 

[TONE-E] [WAVE-E] [SYN] [PLAY] [FILE] 


Pressing the shift key displays the last four modes below. 
[COPY] [LIST] [PRINT] [LAYOUT] 


Used to produce tones according to the 
input tone parameterSs. 


e Each mode description 


TONE-E 
(Tone Edit) 
WAVE-E 
(Wave Edit) Produces fundamental tone waveforms. 




















還 還 … 
1 
Le 


F: 


Merges the tone data. 













Displays the list of tone data ttles. 





Allows the printer to make a hard copy 
of the screen imade. 


Used to determine the key assignments 
for playing music. 
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PLAYING WITH A PRESET TONE 


Step 1: Press the F1 key to set up the TONE EDIT mode. The 
TONE EDIT display will appear with the preset tone 
number and titlle at the top of the screen. 


Tile name 
01 EBASS1 


Preset tone number 











There are sixteen preset tones available in the RC741. 


01 EBASS1 (Electric basS) 09 GLOCKEN (Glockenspiel) 

02 EBASS2 (Electric bass) 10 KOTO 

03 BRASS 11 CONGA 

04 TRUMPET 12 SYNDRUM (Synthesized drum 
05 STRINGS Sound) 

06 EORGAN (Electric organ) 13 IMAGE (Image sound) 

07 POHGAN (Pipe organ) 14 PARC1 (Percussion) 

08 EPIANO (Electric piano) 15 PARC2 (Percussion) 


16 Sinusoidal tone 














Step 2: Type LIST. 


Step 3: To specify the preset tone, move the cursor to locate the 
preset number of the top title, then press the INS and DEL 
keyS. 


Step 4: Press the F3 key for the SYNTHESIS mode. A sound is 
synthesized according to the TONE and WAVE EDIT data 
and is then written into the memory. 





Step 5: When sound synthesis is concluded, the mode automati- 
cally changes to the PLAY mode. The system is now ready 
to produce SOun0d. 

















































































































PLAYING BACK RECORDED INSTRUMENT 
SOUNDS AND SPECIAL EFFECTS 


The following instrument sounds and special effects are recorded 
in digital form on the supplied tape. 


AD ト 


Recording 





of trumpet 


Playback 


会 


Tape 





trumpet 


Note: The RC741 software does not allow for recording. The input 
Sound is converted into digital signals by the AD converter 
for storage in he memory. The taped sound signal is 
restored to itS original analog sound by the D/A converter. 


Step 1: Load the tape in the data recorder so that side A can be 
played back. 


Data recorder 






MSX personal computer 








Step 2: Press the F5 key to set the unit in the PLAY mode. 


Step 3: Use the appropriate cursor keys to move the cursor to the 
locations shown below, then press the RETURN key. 





Step 4:Move the cursor to the OK location. Then press the 
RETURN key. 


Step 5:The screen will display the prompt FILE NAME. 


Answer the prompt by typing the name of an instrument or 
special effect, for example, PIANO. 


ーSAMPLING DATA- 。。 sl 
TEPE LOAD ITAPE | 
B 

SAVE | 

FILE NAME LOAD | 
KILL | 

[PlANO ] | 


FILES 関 | 


START---PUSH RETURN 














| 

































































Step 6: Press the PLAY key on the cassette recorder and the 
RETURN key on the computer. 
The screen will display 
EGOUNBE 上 Hb【⑮5m5 キ も 5 モ kt モ t ゥ = ソ ヨ ソ ゆ ヘ わ ヘ ユ m ユ ワ ゾ ヤリ 9 テ ヲ リリ ぺぺ ぱ ピピ ピピ べべ べべ べべ 
lf this display does not appear, adjust the output level 
potentiometer on the data recorder and repeat the steps 


above. 
Step 7: After about 3 minutes, “OK" will be displayed. Then press 


the F4 key to set the PLAY mode. Now you can play back 
the desired sound. 


e Taped Sounds 





3 Orchestra 


Shamisen 





Dog barking 





Glass breaking 














TONE EDIT 


The TONE EDIT mode is used to modify tones by setting each of | 
28 parameters. | 





e Tone Editing Circuitry | 


し 














EG 


The selected basic waveform is generated by the DCO, the 
overtone percentage is determined by the DCF, and timed 
Variations in loudness are determined by the DCA. 

The DCO, DCF, and DCA are controlled by respective envelope | 
generators which vary the waveforms with time. | 
The LFO serves to effect vibrato or tremolo. 


















































































































































e Operating procedure 
Step 1: Move the cursor keys as described on page 11. 


Step 2: Use the INS and DEL keys to alter the preset parameter 
values or the waveform. The number indicated by the 
cursOor“ し can be changed using the ten-key pad on the 
MSX computer keyboard. 


Cursor 





To change the title name, move the cursor to the location of the 
title, press the SPACE key and type the appropriate letters and 
numbers on the keyboard. The input data will be displayed at the 
location of the cursor. The input can be canceled by pressing the 
BS key. At this time, the cursor moves to the left. 


Step 3: To select a preset tone, move the cursor to the appropriate 
number on the screen and press the INS and DEL keys. 


Step 4:To play the recalled tone, execute the SYNTHESIS 
command. For information about the SYNTHESIS com- 
mand, refer to page 32. 





























e Parameter Functions 





























Control signalflow 
Sound signal flow 
Amplifier 
Functional block 





ロレ ! つ 











Setting the ENV of the VCO to zero invalidates the DCO EG. 
Likewise, when the LFO of the DCO is set to zero, Ihe DCO is not 
controlled by the LFO. 

As shown in the figure, no ENV is connected to the DCA. This direct 
connection of the DCA EG to the DCA signifies that the maximum 
ENV value is invariably applied to the DCA. 








* 園 


































































































1) DCO (Digitally Controlled Oscillator) 
The DCO acts as the sound source of the synthesizer. 





e FEET 
This parameter determines the compasSs. 


sfUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUMMU 
~ UUVUVVVVVVVVVVVUVVWVVUUVWVUVVVVVVI 


Note: This parameter is invalid when NOISE is used as the fundamental 
tone waVe. 


還 EE 還 


e WAVE 
This parameter is used to specify the fundamental waveform. 
Sixteen waveforms are available. 














3. |/ 11. | UN 
レ V W/ 
] | 
4. ] 和み 。 ず 』 、 
| | | 1 
| L 
は 。 4 統 。 | MA 
| ふい 
- 。 【 IN A 
6. LM 14. WI 
7 MM 15. OPTION 
8。 川 人 16. NOISE 
円 / V 和 。 e 


※ For OPTION (No. 15), refer to page 30. 
When NOISE is selected, white noise iS generated. NOISE is 
invalidated when EG TYP is set to DUR. 









































































































































e LFO 


This determines the FM modulation factor. The setting range is 
from 0 to 255. LFO is invalidated when EG TYP is set to DUR. 


EG 


DUR 


TYP 
e ENV 
This is used to set the degree of pitch modulation. The setting 
range is from 0 to 255. The selector switch allows either a rising 
or falling pitch to be selected. 








Incaseof へ 
High 
ENV 
Standard pitch 
Incaseof ヘー ンジ 
Standard pitch | 
ENV 
Low | 


























2) DCF (Digitally Controlled Filter) 
This removes the unwanted tones from signals containing 
overtones. Only a portion of the note spectrum is extracted. 
The DCF consists of a high-pass filter (HPF) 
band-pass filter (BPF), and low-pass fiter 
(LPF), which modify the overtone 
composition according to the setting of CUT 
and RES. 





e HPF 
This is a filter that transmits all frequencies above a given cutoff 
frequency and substantially attenuates all others. 


High 


Level 





Bass Frequency Treble 
rande 
e BPF range 6) 
A filter that freely passes overtones within a certain band. All 
other frequency components are attenuated. 


High 


Level 





Low 





Bass Frequency Treble 
rande 
st d range 


A filter that transmits sound components 
below a given cutoff frequency and Sub- 
stantially attenuates all other componentS. 


High 


Level 





Low 





Bass Frequency Treble 
range rande 


四 






















































































e CUT (Cutoff Frequency) 
This determines the frequency at which the attenuation of a 
Ssound sharply increases. The setting range is from 0 to 255. 


Cutoff Cutoff Cutoff 
HPF point BPF point LPF point 








e RES (Resonance) 
This enhances overtones around the cutoff point. 
The range is from 0 to 8. 


HPF BPF LPF 








e LFO 
This determines the degree of the wow effect. 
The range is from 0 to 128. 


- 胃 








e ENV 
This sets the degree of DCF EG tone variation. 
The setting range is from 0 to 128. 


BPF This figure shows a variation curve in 
BPF operation. 





The selector switch determines the direction of the DCF EG 
Variation. 


Incaseof ナハ Treble range 


ENV 


Cutoff point 





Incase of ヘー ジ 





Cutoff point 


Bass range 
















































































e Some considerations when using DCF 
Because of the limited frequency range of the amplifier response 
and human hearing, higher and lower frequency components 
cannot be produced if the cutoff point of the DCF, BPF, or LPF js 
too high or low. 


lf the cutoff point is too high for HPF, sound cannot be heard. 


Cutoff 
HPF point 


lf the cutoff point is too high or too low for BPF, sound cannot be 
heard. 


Cutoff Cutoff 
BPF point BPF Point 





lf the cutoff point is too low for LPF, sound cannot be heard. 


Cutoff 
LPF point 


- 軒 








3) DCA (Digitally Controlled Amplifier) 
This varies the length and volume of the sound. 
The level of DCA EG is set at the maximum. 





e LFO 
This is used to set the AM modulation factor. 
The setting range is from 0 to 64. 


4) LFO (Low Frequency Oscillator) 
This is an oscillator for modulating the DCO, DCF, and DCA to 
create vibrato, wow, Or tremolo. 





e FEET 
This determines the range of the modulated sound wave. 


1024' is the reference frequency, 512' is twice the reference 
frequency, 341.33' is three times the frequency, and 256' is four 
times the frequency. 


1024.00" ーー ニニ ーー ーー 
512.00' と ーーーーーーー 
es 
341.33" ーーー プ ーー ンー 
256.00" は ウン 


When EG TYP is set to DUR, 64' is the reference freduency, 32" 
is twice the reference frequency, 21.33'′is three times the 
frequency, and 16'is four times the frequency. 







































































e WAVE 
This determines the modulated wave shape. The waveform is the 
same as the WAVE of the DCO. 


eS/H (Sample and Hold) 
A wave is sampled at several points in response to trigger pulseSs. 
The instantaneous value at each point remains constant until the 
next measurement. This operation is not effected by setting TYP 
to DUR. 


ら /H 























TYP 
Sample and hold on a sawtooth wave 
Trigger pulse train 
日 日 中 
| ロー 人 
し 人 1 


























5) EG (Envelope Generator) 
The envelope generator varies the frequency, tone and ampli- 
fication of a sound in respect to the time so as to affect the 
attack, decay and release of the note. Three envelope gener- 
ators are employed: DCO EG, DCF EG, and DCA EG. 











e A (Attack Time) 
Attack refers to how fast the note reaches its maximum volume. 
The range of attack can be set between 0 and 128. The larger the 
value, the slower the attack. 


e D (Decay Time) 
This determines the rate at which the volume of a note decreases 
after reaching the maximum volume. The range can be set 
between 0 and 255. 


eS (Sustain Time) 
This determines the volume all the time a key is pressed. The 
range can be set between 0 and >55. 


eR (Release Time) 
This determines the rate at which the volume of a note decreaseS 
from the sustain level. The range can be set between 0 and 128. 








ゴン ノ 
! 


に A--D コ 


| KEY ON | KEY OFF 






























































e TYP 
This switch allows EG mode selection of either duration (DUR) or 
decay (DEC). 


In the DUR mode, the sustain level is maintained while the key is 「 
pressed. In the DEC mode, the volume changes to the release 
level after reaching the sustain level. 


DUR (Duration) 








e Some considerations when using EG 
The maximum allowable length of a note depends on the 
memory capacity. lf a note is too long, its full length cannot be 
Synthesized. 








Memory capacity | | 
EG | Synthesized to the 
! Very end of the sound 
Memory capacity 


Not synthesized to 


EG the end of the sound 


! 
1 
1 
1 
1 
1 
! 
1 
」 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 





















































The envelope control sequence using Konami's synthesizer differs 
from that of ordinary synthesizerSs. 


Example 1 


OFF ON OFF ON OFF 


KEY 


Ordinary 
Synthesizer 





Konami's 
Synthesizer 





lf a key is pressed before the previous sound stops (point a in the 
above figures), ordinary synthesizers start the next attack from the 
last level point of the previous envelope. Konami's synthesizer, on 
the other hand, starts from the first level point. 





Exarmple 2 


KEY 


Ordinary 
Synthesizer 





Konami's synthesizer 


When the key is released before reaching the sustain start level, 
ordinary synthesizers release control beginning from the level point 
when the key was turned off. Konami's synthesizer begins release 
control after reaching the start level of sustain control. 























WAVE EDIT 


The WAVE EDIT mode is used to prepare the fundamental 
waveforms of the DCO_ or LFO. 

Sinusoidal waves are loaded when the power is turned on. To 
produce DCO or LFO fundamental waves from a sinusoidal wave, 
proceed as follows. 





Time base indication | 3 MODE indication 


Amplitude indication 


Step 1: Display OPTION in the WAVE column on the screen. 

Step 2: Move the time base using the appropriate cursor key (回 or 
國 ). The value of the time base is displayed in the TIME 
column on the screen. The cursor is located at the RANGE 
position (for amplitude indication) on the screen. 

Step 3: Update the amplitude using the “up” ( 固 ) or “down" ( 避 ) 
cursor keys. The updated amplitude value is displayed on 
the screen in the RANGE column. 

Step 4:Use the SELECT key to specify the mode number of 
interest, thus setting the number of positions on the time 
base. There are three mode numbers: 16, 32 and 64. For 
example, specifying MODE 64. 

Step 5:To hear a sound as its waveform is displayed on the 
screen, press the computer key that corresponds to the 
note. 

Step 6: To specify the sound range, input the range value into 
FEET in the DCO column on the TONE EDIT display. 

Step 7: To clear the waveform, press CTRL and HOME. 


昌和 





e The Fundamentals of wave qgeneration 
“Sound” is the result of air vibration. Such vibration is developed 
by loudspeaker diaphragms in response to the input waveform. 
For example, a loudspeaker driven by a Square wave vibrates as 


shown below. 
『 


Time 


Amplitude 





lf a wave of no amplitude iS input, the loudspeaker does not 
resSpond and no sound is created. 


| 





作 The speaker does not vibrate, producing no sound. 








SYNTHESIS 


In the SYNTHESIS mode, sounds are synthesized using the TONE 
EDIT parameter and the WAVE EDIT wave (when the DCO or LFO 
iS set to OPTION). 

When synthesis ends, this mode automatically changes to the 
PLAY mode. 

Refer to the next page for thne PLAY mode. 


During synthesis, animated animals appear at the bottom of the 
display. 


Synthesis start 


寺 有 販 


誤記 寺 塵 計 雪 寺 記 263 ヨ 


The time required for synthesis depends on the number of 
parameters, in other words, the complexity of the sound. 
































To change the synthesis mode to another mode, press the 
appropriate function key. If the PLAY mode is set, only the 
Synthesized sound can be played back. 


時 


PLAY 


This mode is used to play back a synthesized or “live” sound that 
has been stored in the memory. Musical scales appear on 1he MSX 
keyboard display. The sound is played when the computer key 
corresponding to the note of interest iS played. 


川 族 | 
| 





The notes assigned to each computer key when the power is 
turned on appear in the figure above. This assignment can be 
altered using the LAYOUT mode. For the LAYOUT mode, refer to 
page 37. 





When FEET of the DCO js set at 8', 440 Hz is assigned to this key. 


e Special function 
A special function iS provided which cuts off the sound the 
moment the key is released. 








FILE 


File name 


Step 1: 


Step 2: 


Input a file name up to seven characters in length. Letters A 
to Z and numbers 0 to 9 can be used. 

To cancel the name, press the BS key. The cursor wil 
move to the left. 

lf the input file name has a space at the beginning or a 
Space between characters, an error iS indicated. 


Input the file name and press the RETURN key. 

In the TAPE LOAD mode, tape can be loaded without file 
name input. lf “FOUND (file name)” is not displayed after 
tape loading begins, adjust the output level potentiometer 
on the data recorder and restart Ihe LOAD procedure. 
To stop TAPE SAVE or LOAD operation, press the CTRL 
and STOP keys. To stop SAVE operation, press the STOP 
key until operation stops. 

lf no disk drive is connected, DISK, KILL and FILES do not 
appear On the display. If TAPE is specified, KILL and 
FILES are not displayed. 

Up to 10 files can be displayed on one screen. To display 
the remaining fles, use the “up” or “down" cursor key to 
gain access to the files. 


The FILE mode is used to save prepared data on a tape Or diskette. 





e Operating procedure 

Step 1: Use the “up” and “down" cursor keys to move the cursor to 
the appropriate item. 
(Refer to the figures below.) 


Step 2: When the cursor is located at the proper item, press the 
RETURN key. The item will appear brighter. 


Step 3: Move the cursor to the OK position and press the RETURN 
key. The screen will display the prompt: 


FILE NAME 
| | ーー Choose either TAPE or DISK. 
OID 1SK 
OI SAVE | 一 一 Data save 
OILOAD コー Data entry 
OK ILL | 一 File erase on floppy disk 


〇 | 1LES 選 一 一 Disk-stored file name 





TONEE | 一 一 Prepared tone and OPTION wave 











〇 

OILAYOUT | 一 Key assignment defined in the LAYOUT MODE 
OISAMP | 一 Live sound data 

OK 則 Finally, set OK. 








COPY 


This iS used to copy tones or OPTION waveforms. 


Step 1: Move the cursor to the 
RETURN key. 

Step 2:Select the number to 
RETURN key. 


| oO へい の の ちち の DD 一 


LIST 





number of interest and press the 


be merged with and press the 


まき COPY MODE 


コカ に に | CTEeie パコ 、| 
コカ に に と 4 くい ) 

・ BRASS ・ CONGA 
| ココ 8 ・ SYNDRUM 
・ STRINGS 細い ゴ 

・ EORGAN 較 いい の | 
・PORGAN ・ PARC2 

・ EPIANO 


In the LIST mode, the list of tone data files is displayed on the 


SCTeeT. 


1 
2 
3 
し 
5 
に 】 
7 
8 





・EBASS1 CTKelo コ い | 
・EBASS2 ・KOToO 
・BRASS ・CONGA 
・TRUMPET ・SYNDRUM 
・ STRINGS ・IMAGE 
・EORGAN ・PARC1 

- PORGAN ・PARC2 

・ EPIANO 











PRINT 


In this mode, on-screen information iS printed by a 60-character 
printer that is compatible with an MSX computer. Print-out cannot 
be effected during synthesis. When the WAVE EDIT screen is 
hard-copied, the waveform data is also printed. To stop the 
print-out operation, press the CTRL and STOP keys. 


MAVE FORM DATA 
M 1 2 さ 4 5 6 誠 TIME 
細 上 の 克 12 25 5 久 49 。 96 績 。 71 細 B1 
9299 6978 196 112 7 122 135 126 
127 126 125 122 117 112 196 9@98 
99 引 1 易 71 久 6 の 949 明 37 9 時 
旨 旨 久 一切 12 一 訪 せ の さ 7 の 4  - ゆ 6 の  - の 71 -@81 
ー の 79 =g7B 一 6 =112 ーー1MA7 一 122  -M25 =86 
=L27 =6 ZS = コ 12 07 =11 写 ) = の 6 -9@98 
ー 幼 7 大 一 日 1 一 急 71 一久 6g 一 細 49 一 明 7 ーー の 2 一角 3 






Waveform data is printed in the order of TIME 0 to 63. 


LAYOUT 


This iS used to assign notes to the computer keyboard. 


e Procedure 
Select the note of interest using the cursor key and press the key 
to which the note is to be assigned. lf the cursor iS located 
between the keys, the key assignment is not valid. 
To revert to the early key assignment, press CTRL and HOME. 








ERROR MESSAGES 


eError messaqges in the FILE mode 
DISK NOT READY: 
No floppy disk is loaded on the disk drive. 


WRITE PROTECTED: 
Write protection effected. 


BAD FILE NEMA : 
Incorrect file name. 


FILE NOT FOUND: 
Unable to find the specified file. 


DISK FULL: 
No available storage area on the floppy disk. 


TOO MANY FILES: 
Floppy disk with no available file storage area. 


DEVICE IO ERROR: 
Error occurrence as data iS being saved. 


e Error messadge in the PRINT mode 
PRINTER NOT READY: 
Printer not connected or not set for on-line operation. 
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